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【公開番号】特開2007-121291(P2007-121291A)
【公開日】平成19年5月17日(2007.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2007-018
【出願番号】特願2006-287188(P2006-287188)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  21/88     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  21/88    　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成21年10月19日(2009.10.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
光源（２２）および撮像センサ（２４）を含む構造光測定システム（１０）を使用して物
体（１２）を検査する方法（３４）であって、
前記光源から光を発すること（３６）と、
前記光源から発した前記光の複数の異なる波長のそれぞれを異なる偏光角で偏光させるこ
と（３８）と、
前記光源から発した光を物体の表面に投影すること（４０）と、
前記物体表面から反射された光を前記撮像センサを用いて受け取ること（４２）と、
前記物体の少なくとも一部の検査を容易にするために、前記撮像センサによって受け取ら
れた前記光を分析すること（４６）と
を含み、
前記撮像センサ（２４）によって受け取られた光を分析すること（４６）が、前記光が前
記物体（１２）から反射された後の前記複数の異なる波長のそれぞれの前記偏光の変化を
分析することを含むことを特徴とする方法（３４）。
【請求項２】
物体（１２）を検査する構造光測定システム（１０）であって、
構造光を前記物体の表面に投影するように構成された構造光源（２２）と、
前記構造光源が発する構造光の第１波長を第１偏光角で偏光させるように構成された第１
偏光フィルタ（３０）と、
前記構造光源が発する構造光の第２波長を前記第１偏光角と異なる第２偏光角で偏光させ
るように構成された第２偏光フィルタであって、前記第１波長と前記第２波長とが異なる
、第２偏光フィルタと、
前記物体表面から反射された構造光を受け取るように構成された撮像センサ（２４）と、
前記光が前記物体（１２）から反射された後の前記複数の異なる波長のそれぞれの前記偏
光の変化を分析する手段（２６）と
を含むシステム（１０）。
【請求項３】
前記構造光源（２２）が、前記第１偏光フィルタ（３０）および前記第２偏光フィルタを
含む、請求項２記載のシステム（１０）。
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【請求項４】
前記第１偏光フィルタ（３０）および前記第２偏光フィルタが、少なくとも部分的に前記
構造光源（２２）と前記物体（１２）との間に位置決めされる、請求項２又は３記載のシ
ステム（１０）。
【請求項５】
少なくとも部分的に前記物体（１２）と前記撮像センサ（２４）との間に位置決めされ、
前記物体表面から反射された構造光から前記第１波長の構造光を分離するように構成され
た第１カラーフィルタ（３２）と、
少なくとも部分的に前記物体と前記撮像センサとの間に位置決めされ、前記物体表面から
反射された構造光から前記第２波長の構造光を分離するように構成された第２カラーフィ
ルタと
をさらに含む、請求項２乃至４のいずれか１項記載のシステム（１０）。
【請求項６】
前記第１カラーフィルタ（３２）および前記第２カラーフィルタが、ダイクロイックミラ
ーを含む、請求項５記載のシステム（１０）。
【請求項７】
前記構造光源（２２）が、
前記構造光源によって生成された構造光から前記第１波長の構造光を分離するように構成
された第１カラーフィルタ（３２）と、
前記構造光源によって生成された構造光から前記第２波長の構造光を分離するように構成
された第２カラーフィルタと
を含む、請求項２乃至６のいずれか１項記載のシステム（１０）。
【請求項８】
前記第１カラーフィルタ（３２）および前記第２カラーフィルタが、ダイクロイックミラ
ーを含む、請求項７記載のシステム（１０）。
【請求項９】
前記光源（２２）が、白色光ランプ、レーザ、発光ダイオード、液晶ディスプレイデバイ
ス、ＬＣＯＳデバイス、およびＤＭＤのうちの少なくとも１つを含む、請求項２乃至８の
いずれか１項記載のシステム（１０）。
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